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蓮動紳経終末に於けろ「アセチルヒョリン」

の遊離に關すろ研究：

第ll編“取直腹筋紳経標本に於て神経よりする

刺戟に封ずる「エゼリン」の影響に就て

金澤署科大學生理學教室

 山  田  英  明
   fl”ideaki Ya77bada

   （昭和 年月 目 受附）

                  1．緒

 第1編6）に於て述べた如くDale等1）の紳経

に於ける液性傳建読によると興奮に際して棘維

終末部よb「アセチルビ。リン」一下「ア」と略

記す）が遊離せられ，これが筋牧縮を起さしめ，

次で此部に多量に存在する虚のFヒvヨリンエス

テラーゼ」の作用を受け速かに加k分解せられ

ると云ふ．而して「エゼリン」（以下「エ」と略記

す）が「ヒョリンエステラーゼ」の作用を抑制す

ることが：Loewi及びNavrati12）によって實労

せられたのであるが，蝕に「エ」を作用せしめた

場合祠玉維よりする刺戟に封し筋牧縮に少くとも

「ア」による痙縮が謹明せらるべき筈である・然

し私がさきに「エ」を内部より作用せしめた蛙坐

骨紳経腓腸筋標本に就て紳維よbする刺戦によ

って「ア」による筋痙縮を謹明せんとした實験

は陰性成績に終ったのである．米澤5）によると

「ア」に封ずる敏感度は蛙二腹筋，蛇筋（背筋及

び舌筋），墓直腹筋，鐘撞（頸筋及び股筋）の順

序に低下しており，叉「エ」の増感作用は「ア」に

鋭敏なる筋程大なる傾向があり，而も亦「エ」の

  論

作用は水面筋に託て最も著明に現はれ蛙直腹筋

が之に亜ぎ蛇筋，墓直腹筋，配筋の順序に減弱

すると云ふ．以上の如く蛙直腹筋は「ア」に歯し

て敏感であると同時に亦「エ」に翻しても鋭敏で

あると云ふ課であるが，他方「ア」に敏感である

馬面「ヒョリンエステラーゼ」の含有量も多V・

ことは米澤5）も亦認めてv・る虞である．而して

Wachholder 4）， Ledざbur 3）等は所謂緊張性筋に

比較すると非緊張性筋は「ア」に樹する敏感度が

ソJ・であり，叉「ア」の含有量も少ないと報告して

V・るのである．私は是等の成績に鑑みて今回は

緊張性筋に屡し，而も「ア」並に「エ」に樹して敏

感なる蛙直腹笏を使用し，其の「エ」作用下に於

ける「ア」痙縮の存在如何を讃明せんとしたので

ある．

脚註米澤5）によると雌蛙の直：腹筋が概して

  感度が高く，叉同じく雌蛙でも庫腹筋

  が薄くして透き通って見えるが如きも

  の程，感度高き傾向があると云ふ．

                 II．實瞼方法

 實験期日は昭和22年5月より同年12月までであって  使用した．實瞼は凡て室淵’下で行った，榮養液として

實験材料としては當地産の中等大の殿様蛙の雌のみを   は第1編6）の實験に於けると同様の蛙心用Ringer氏
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液より重曹を除去したものを使用した・（以下之を軍に

Ringer氏液と構す）．

 「サリチル酸エゼリン」（大日本製藥）は蒸溜水を以

て千倍の原液となし使用の都度Ripger氏液を以て所

要濃度に稀離した．標本の作製法は延臆破壊を行った

雌畦の腹部を正申線に於て開き内部諸臓器を別去して

からRinger氏液申に浸して置きながら直腹筋に至る

総ての顧経を脊騰の出離窯より損傷を加へざる檬注意

しつつ分離し（紳経は少くとも2cmの長さであった）

直腹筋はVagina rectiに包まれたるまま切り出した・

この標本作製に當っては常に顧経，筋に封し可及的不

必要な刺戟を與へざる様留意したダかくの如くして作

製した直腹筋神経標本は之を：Lucasの筋槽内に装し

縦に切孚せレー・側を「エ」液に浸漬し，他側は之を劉照

 としてRinger氏液に浸した．「エ」液は軍一刺戟の實

 験では0．003％より0．005％の間の各種の濃度液を，

 叉強縮性刺戟の場合では0・0003％より0・0005％の閥

 の各種の濃度液を使用した．白金電極に紳脛を接着す

 るに際しては刺戟が常に同一の強度で各瀞経に簿達す

 る如く留意した．刺戟装置はPoter型弓懸コイル」，

 電源は1・5ボルト」乾電池，水銀電鍵を使用し，水銀

 面は常に清潔に保たしめ，特に軍一刺戟に際しては1

 開放毎に酸化物の膜を拭き取り開放性刺戟のみを與ふ

 ることとした．同時に又電流が筋洋燈に滑走せざる様

 留意した．勿論刺戟襲置は之を同時に2筋の刺戟回路

 に直列に蓮結して實験した．榎粁は支持せず筋の眞下

層19．頒荷襖へ譲輝を5胤した側臥刺

 戟に際しては「スプリング。コンタクb」を使用した．

III．割興成績並に考察

    第1節 張縮性刺戟に於ける

         「エ」の影響

 一側の直腹筋祠1経標本を所要濃度の「エ」溶液

に浸し，他側の標本を封照どしてRinger血液

に浸し，此の爾者に亡し強縮性刺戟の影響を比

較したのであるが，各標本毎に夫々の「エ」溶

液中の浸漬時間を（5分，8分，或は15分間と

云ふ具合に）異にせしめた．25霊験申大多数は

殆んど封照と異なる虞がなV・と云ふ成績を示し

た．然し第1圖に見られるが如き「エ」作用側

醗
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Z．T．25。C，上は0・0005％Eslこ8分

野  浸漬，20／sec．最大刺戟

に於て輕度の痙縮を後遺せしめたものが5例あ

ったが，然しかSる現象は亦第II圖a， bにあ

a

第 II岡

Z．T．250C，一ｺは：0。00

05％Es・｝こ15！浸漬

後20／sec．最大刺戟．

b

Z．T．27。q，’下は：0．00

05％Es・に20！浸i漬
後20／sec．最大刺戟．

る様に封照側に撃ても認められた虞である．帥

ち本耳目では「エ」作用側の筋が封照筋に沸して

特別斜懸性の昂進を來したと云ふ様な結果は全

然得られなかったのである．只鼓に附言すべき

は「エ」の作用如何を問はす，守門性刺戟を申止

した後術暫時痙縮朕態の存綾が見られた實験は

総七室温が20。C以上の時期に行はれたものに

限っておることと，一般に20。C以上の室温時

の實験では第II圖a， bにも示してある様に屡

々「エ」自演による筋の麻痺が見られたことであ

る．此の麻痺作用の成績は「ア」痙縮とは凡そ反

菰41］
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封の現象であり，除外して考ふるべきものであ

ることは申す迄もないことである．

    第2節 軍一開放性刺戟に：於

       ける「エ」の影響

 本測算では一方の標本を一定濃度の「エ」溶

液中に浸漬せしめると同時に他の封照標本を

Ringer氏褥中に浸漬せしめ置き，此の馴者に

写し祠1経を介して5分闇の聞隔を以て箪一開放

性刺戟を與へ，爾標本に於ける筋の反鷹態度を

逐時的に追究して行ったのである．而して種々

の濃度の「エ」溶液に就て行った標本の総藪は18

例である．今18實験例の成績を総括すると1）

「エ」作用の筋牧縮高が封照筋のそれに比して3

倍程度に：現はれ，此の歌態が約60～70分間綾V・

た後に漸次牧縮高の減少を聴し途に「エ」作用域

が刺戟に封して反引しなくなって完至なる麻痺：

歌態に陥ったもの（此の時封照準は樹當初の反

単性を保持す）が2例あり，2）「エ」作用側の

筋が開放1生輩L一刺戟に製して輕度の痙縮様の反

鷹を示し，次で漸次麻痺歌態に陥ったに齢し，

i封照側では當初は正常の船釣反慮を示しながら

漸次輕度の痙縮様工匠を示すに至ったものが4

例あり，3）残りの12例では「エ」作用側と謝照

側との間には其の熱血關係に何等の差異をも認

められなかった，と云ふ結果である（第III圖

並に第IV圖参照）．鼓で問題となるのは1）及

        第  III  圖

憾顔懸，
Z．T．28。C，下は0・005％Es・に浸漬，：最大開放性軍1刺戟．

第  Iv 圖

Z．’T・25。C，上は0・005％Es・に浸漬，最大開放睦軍一一刺戟．

び2）の成績が或はFエ」効果，帥ち「ヒョリン
           ノ
エステラーゼ」の作用抑制による「ア」効果の顯

現ではなからうかと考へられることである．今

温度軍議から全實験例の成績を精査すると1），

2）の様な成績は比較的室温の高V・時期に得ら

れて居るのであるが，室温の高い時期の實験が

凡て此の様な成績を示したのでないと云ふこと

もあって温度と「エ」効果との間には直接的關係

があるものとは考へられな“．然し一般に高運

時では「エ」による麻痺作用が現はれて來易V・と

云ふこともあり，1），2）の如き現象がたとひ

「ア」痙縮類似のものと徹すとしても，力践る現

象は少くとも「エ」の筋自髄に封ずる毒作用の現

はれ易V・様な場合の網羅として短期其の繭芽を

示すものならんかと言ひ得るに過ぎなV・のであ

る．況やかXる現象は必獲的ならす，大過激の

實験例に於ては「エ」作用側の筋と封照側の筋が．

刺戟に凝して全く同様の反鷹を示し，此の間何

等の異事をも認めることが出來なかったことか

ら推しで1），2）の如き成績は之を重覗するこ

［ 42 ］
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とは出來す，むしろ之は他の原因による偶獲的

のものとし，此の場合「エ」による「ア」痙縮の存

在は之を明確に讃明し得なV・愚のであると断ず

るが至論かと存する次第である．

王V．結

 雌性蛙よb直腹筋観経標本を作製し之を縦に

切孚し，其の一側を封照用「としてRinger濾液

に浸し，他側を「エゼリン」溶液に浸し，此の爾

標本に祠｛経を介して張縮性刺戟或は箪一開放性

刺戟を與へ，筋の反鷹態度を比較することによ

って「エゼリン」存在の下に「ζヨリンエステラ

ーゼ」作用の抑制による「アセチルビ。リン」痙

縮の出現如何に關する二三を行ぴ，次の結果を

得た，

 1）「エゼリン」作用下にある雌性蛙二腹筋二一
                     ，〉
経標本の祠1経よりする豪雨性刺戟に封ずる反鷹

論

態度は一高温時期の實験に於て「エゼリン」自

認による麻痺作用が現はれる以外には一封照

筋標本に於けるそれと殆んど同志であった．

 2）輩一開放性刺戟を以てした實験に：於ても

亦「エゼリン」作用の筋に：於て「アセチルビ。リ

ン」痙縮の獲現は之を明確た口論し得なかった．

 3）即ち雌性蛙の直腹筋刺1経標本を以ての實

験に於ても亦坐骨祠1経腓腸筋標本に於けると同

檬，Dale等の所謂液性傳達読を肯定せしめる

檬な結果は得られなかったのである。
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